
提

出

者

中

根

康

浩

平
成
十
七
年
六
月
二
十
二
日
提
出

質

問

第

八

三

号

介
護
保
険
制
度
に
関
す
る
質
問
主
意
書
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第
一
六
二
回
通
常
国
会
に
お
け
る
介
護
保
険
法
の
改
正
に
よ
り
、
平
成
十
八
年
度
か
ら
、
遺
族
年
金
や
障
害
年
金
か
ら
も
介

護
保
険
料
を
特
別
徴
収
（
天
引
き
）
す
る
制
度
が
導
入
さ
れ
る
。

従
っ
て
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

障
害
年
金
に
つ
い
て
は
、
生
活
保
護
の
水
準
に
比
べ
て
少
額
で
あ
る
た
め
給
付
の
増
額
が
要
望
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
年
金
財
政
難
を
理
由
に
据
え
置
か
れ
た
ま
ま
で
あ
る
。
加
え
て
政
府
は
、
障
害
者
の
負
担
が
増
加
す
る
内
容
を
含
む
「
障

害
者
自
立
支
援
法
案
」
の
成
立
も
企
図
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

そ
の
上
、
介
護
保
険
料
を
障
害
年
金
や
遺
族
年
金
か
ら
天
引
き
す
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
介
護
保
険
制
度
は
存
続
し
て
も
年
金

受
給
者
の
生
活
自
体
が
行
き
詰
ま
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
こ
と
も
危
惧
さ
れ
る
。
つ
ま
り
は
、
「
制
度
あ
り
き
で
生
活
お
き

ざ
り
」
と
な
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

（
�
）

「
日
本
国
憲
法
二
十
五
条
」
で
保
護
さ
れ
て
い
る
国
民
の
「
生
存
権
」
を
侵
害
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う

危
惧
に
対
す
る
見
解
、
及
び
、
社
会
保
障
給
付
に
対
す
る
公
租
公
課
の
禁
止
規
定
と
の
整
合
性
に
つ
い
て
、
あ
わ
せ
て

答
弁
さ
れ
た
い
。

一



（
�
）

障
害
年
金
や
遺
族
年
金
か
ら
介
護
保
険
料
を
特
別
徴
収
す
る
こ
と
の
妥
当
性
や
合
理
性
に
つ
い
て
答
弁
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

二


